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議会だより

６
月
定
例
会
の
概
要

　
平
成
25
年
第
2
回
定
例
会
は
、

平
成
25
年
6
月
10
日
か
ら
平
成
25

年
6
月
14
日
ま
で
5
日
間
開
催
し

ま
し
た
。

　

影
治
町
長
よ
り
３
月
議
会
以
降

の
町
政
の
進
捗
状
況
等
及
び
今
定

例
会
に
提
案
さ
れ
て
い
る
報
告
２

件
、
条
例
案
２
件
、
補
正
予
算
案

４
件
、
人
事
案
に
つ
い
て
提
案
理

由
の
説
明
が
あ
っ
た
。

議
案
の
内
容

◆
報
告
第
２
号　
平
成
24
年
度
美

波
町
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰

越
計
算
書

◆
報
告
第
３
号　
平
成
24
年
度
美

波
町
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

◆
議
案
第
52
号　
美
波
町
有
林
基

金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制

定
（
条
例
第
26
号
）

（
分
収
育
林
事
業
「
緑
の
オ
ー

ナ
ー
制
度
」
の
解
約
に
伴
う
基

金
条
例
の
廃
止
）

◆
議
案
第
53
号　
※
美
波
町
防
災

会
議
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
（
条
例
第
27
号
）

（
委
員
の
う
ち
町
職
員
２
名
、

町
長
が
必
要
と
認
め
た
者
若
干

名
を
加
え
る
改
正
）

◆
議
案
第
54
号　
平
成
25
年
度
美

波
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

（
歳
入
歳
出
に
１
億
７
，
２
２

１
万
円
を
追
加
し
、
４
７
億
８
，

４
２
１
万
円
と
し
た
補
正
予

算
）

◆
議
案
第
55
号　
平
成
25
年
度
美

波
町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

（
歳
入
歳
出
に
３
２
４
万
円
を

追
加
し
、
１
２
億
３
，
４
１
１

万
円
と
し
た
補
正
予
算
）

◆
議
案
第
56
号　
平
成
25
年
度
美

波
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

（
資
本
的
支
出
に
１
２
５
万
円

を
追
加
し
、
資
本
的
支
出
の
合

計
を
２
，
０
９
９
万
円
と
し
た

予
算
）

◆
議
案
第
57
号　

平
成
25
年
度  

美
波
町
病
院
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

（
収
益
的
収
入
に
５
，
７
０
０

万
円
を
追
加
し
、
収
益
的
収
入

の
合
計
を
１
０
億
５
，
３
１
６

万
円
と
し
、
資
本
的
収
入
及
び

支
出
に
そ
れ
ぞ
れ
９
０
０
万
円

を
追
加
し
、
資
本
的
収
入
の
合

計
を
１
，
４
３
９
万
円
と
し
、

資
本
的
支
出
の
合
計
を
１
，
９

２
３
万
円
と
し
た
予
算
）

◆
発
議
第
３
号　
美
波
町
議
会
委

員
会
条
例
の
一
部
改
正
す
る
条

例
の
制
定

　

委
員
の
選
任
及
び
辞
任
に
関

し
て
、
閉
会
中
に
お
い
て
は
議

長
が
指
名
、
許
可
す
る
こ
と
が

で
き
る
改
正
。

旧赤松小学校跡地利用計画、ヘリポート建設を承認 !

※
美
波
町
防
災
会
議

（
仕
事
）

①
美
波
町
防
災
計
画
の
作
成

と
推
進
。

②
美
波
町
に
災
害
が
発
生
し

た
時
、
そ
の
情
報
の
収
集
。

③
水
防
計
画
等
の
調
査
審
議
。

④
そ
の
他
法
律
・
政
令
に
よ

る
権
限
の
事
務
。

（
会
長
）

　
町
長
を
充
て
る
。

（
委
員
）

①
地
方
行
政
機
関
の
職
員
。

②
県
知
事
部
内
の
職
員
。

③
県
警
察
官
。

④
町
職
員
。

⑤
教
育
長

⑥
海
部
消
防
組
合
の
職
員
。

⑦
消
防
団
長
及
び
副
団
長
。

⑧
公
共
機
関
・
地
方
公
共
機

関
の
職
員
。

⑨
そ
の
他　
町
長
が
必
要
と

認
め
る
者

を
町
長
が
任
命
・
指
名
す
る
。
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６
月
議
会
主
要
事
業

●
企
画
費

　

老
朽
住
宅
解
体
費
支
援
事
業
補

助　

６
６
０
万
円（
11
軒
分
追
加
）

　

平
成
25
年
度
当
初
予
算
に
お
い

て
、
津
波
避
難
路
の
確
保
等
を
目

的
に
廃
屋
や
不
良
住
宅
の
解
体
・

撤
去
・
処
分
に
か
か
る
経
費
を
３

軒
分
（
１
８
０
万
円
）
組
ん
で
い

た
が
、
要
望
が
多
く
11
軒
分
追
加

補
正
し
た
。

●
衛
生
費

　

病
院
会
計
負
担
金　

５
，
７
０

０
万
円

　

日
和
佐
病
院
の
運
営
費
に
つ
い

て
　

平
成
24
年
度
に
歳
出
が
歳
入
を

上
回
っ
た
額
（
不
足
分
）
を
一
般

会
計
か
ら
補
て
ん
し
た
。

●
消
防
費

・
総
合
的
な
安
全
・
防
災
基
盤
整

備
事
業　

１
，
０
０
０
万
円

　

南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
対
策
で

日
和
佐
浦
（
大
浜
避
難
階
段
か

ら
日
和
佐
小
学
校
横
の
避
難
階

段
ま
で
）
に
避
難
路
（
約
５
０

０
ｍ
）
を
整
備
す
る
。

・
と
く
し
ま

－

０
作
戦
緊
急
対
策

事
業　

１
，
５
６
０
万
円

　

南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
に
お
け

る
死
者
０
を
め
ざ
し
て
、
町
内

に
避
難
路
（
５
カ
所
）、
防
犯

灯
（
20
灯
）、
備
蓄
倉
庫
及
び

仮
設
ト
イ
レ
を
整
備
す
る
。

議
案
審
議

◆
議
案
第
54
号

●
農
林
水
産
業
費

　

基
本
財
産
造
成
費
の
森
林
評
価

業
務
委
託
料
に
つ
い
て

質　
問

　

予
算
を
計
上
し
た
経
緯
と
購
入

後
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　
弁

　

場
所
は
大
越
の
奥
で
管
理
が
十

分
出
来
て
な
い
個
人
所
有
の
水
源

涵
養
保
安
林
98
・
７
ha
に
つ
い
て
、

町
が
購
入
し
て
そ
の
機
能
を
高
め

て
も
ら
い
た
い
と
県
か
ら
購
入
の

照
会
が
あ
っ
た
。
今
回
の
委
託
料

は
ほ
ぼ
全
額
補
助
金
で
補
え
、
今

後
購
入
出
来
れ
ば
貴
重
な
水
源
林

と
な
る
。

●
企
画
費

質　
問

　

赤
松
地
域
住
民
が
ヘ
リ
ポ
ー
ト

旧赤松小学校跡地利用計画、ヘリポート建設を承認 !

体 験 商 業 施 設

建
設
予
定
を
知
ら
な
い
中
、
設
計

委
託
料
５
５
０
万
を
予
算
化
す
る

の
は
お
か
し
い
。
民
家
の
安
全
は

保
障
で
き
る
の
か
、
ま
た
、
車
の

立
入
禁
止
に
よ
り
跡
地
利
用
に
支

障
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　
弁

　

旧
赤
松
小
学
校
跡
地
利
用
は
、

赤
松
地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会
に

町
が
入
り
協
議
を
進
め
、
校
舎
が

老
朽
化
で
解
体
の
必
要
が
あ
る
こ

と
と
、地
域
防
災
拠
点
の
整
備（
ヘ

リ
ポ
ー
ト
建
設
）
の
た
め
、
校
舎

解
体
・
進
入
路
建
設
を
補
助
事
業

で
進
め
る
こ
と
を
協
議

会
に
説
明
し
内
諾
を
得

て
い
る
。

　

ま
た
、
徳
島
県
の
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
、
防
災
ヘ

リ
の
運
行
業
者
に
着
陸

の
可
否
の
調
査
を
依
頼

し
、
結
果
を
基
に
隣
接

の
住
民
８
軒
の
同
意
を

も
ら
っ
た
。

　

平
時
の
車
の
一
時
的

な
利
用
は
、
緊
急
時
の

対
応
が
で
き
れ
ば
可
能

と
海
部
消
防
・
ヘ
リ
運

行
業
者
か
ら
説
明
を
受

け
て
い
る
。

●
教
育
費

　

社
会
教
育
総
務
費
の
負
担
金
補

助
及
び
交
付
金
に
つ
い
て

質　
問

　

補
助
金
の
使
途
は
。

答　
弁

　

子
ど
も
会
の
県
外
研
修
費
で
あ

る
。
研
修
先
は
、
西
宮
に
あ
る
楽

し
み
な
が
ら
職
業
体
験
や
社
会
体

験
を
通
じ
て
社
会
の
仕
組
み
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
、
ま
た
人
間
性
を

高
め
る
こ
と
が
出
来
る
キ
ッ
ザ
ニ

ア
甲
子
園
と
い
う
体
験
商
業
施
設

で
あ
る
。
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◆ 各議員の賛否（議案採決結果） ◆
議長…◎　　賛成…○　　反対…×　　欠席…欠

議　員　名

議　　案

　
江
本　
　
昇

　
影
山　
美
雄

　
川
尻　
竹
藏

　
永
本
善
次
郎

　
丸
龍　
孝
敏

　
北
山　
朝
彦

　
向
山　
篤
宏

　
岩
瀬　
　
公

◎
坂
口　
　
進

　
寺
下　
博
子

　
新
開　
悦
博

　
舛
田　
邦
人

結　
果

平成24年度　美波町一般会計繰越明許費繰越計算書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ 承認
平成24年度　美波町公共下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ 承認
美波町有林基金条例を廃止する条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ 可決
美波町防災会議条例の一部を改正する条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ 可決
平成25年度　美波町一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ╳ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ 可決
平成25年度　美波町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ 可決
平成25年度　美波町水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ 可決
平成25年度　美波町病院事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ 可決
美波町議会委員会条例の一部改正する条例の制定 ○ ○ ○ ╳ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ 可決
※議長は賛否の意思表示をすることが出来ません。採決の結果、可否同数となった場合は議長が採決権を行使します。（過半数議決の場合）

◆ 各議員の出欠状況（平成25年３月定例会後から６月定例会まで） ◆
出席…○　欠席…欠　委員外出席…△　委員外…／

議　員　名

日付・会議等

江
本　
　
昇

影
山　
美
雄

川
尻　
竹
藏

永
本
善
次
郎

丸
龍　
孝
敏

北
山　
朝
彦

向
山　
篤
宏

岩
瀬　
　
公

坂
口　
　
進

寺
下　
博
子

新
開　
悦
博

舛
田　
邦
人

３月27日 議会広報特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○
４月  4日 議会広報特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○

12日 議会広報特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○
17日 議会広報特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○
19日 議会広報特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○
26日 議会広報特別委員会（意見交換会） 欠 ○ ○ ○ ○
10日 第22回徳島県町村議会議員研修会（つるぎ町） 欠 欠 ○ ○ 欠 欠 欠 ○ ○ 欠 ○ ○
17日 防災特別委員会（防災研修会） ○ △ △ △ ○ △ △ ○ ○ ○
20日 第３回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
24日 文教委員会（町内巡視） ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○

６月  4日 議会運営委員会 ○ △ △ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○
10日 ６月定例会提案理由の説明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
13日 一般質問 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
14日 議案審議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※ここでは本会議、委員会、議会の議決による派遣、その他議長が参加・出席を要請した活動のみ掲載しています。

議
長
の
主
な

活
動
状
況

（
平
成
25
年
３
月
定
例
会
後
か
ら

６
月
定
例
会
ま
で
）

◆
３
月
28
日

美
波
町
老
人
大
学
閉
校
式

（
副
議
長
出
席
）

◆
４
月
24
日

阿
南
市
新
庁
舎
祈
願
祭

（
副
議
長
出
席
）

◆
５
月
１
日

阿
南
市
市
制
五
十
五
周
年
記
念

式
典

◆
５
月
27
日

阿
佐
東
地
域
公
共
交
通
懇
話
会

◆
５
月
28
日
・
29
日

第
38
回
議
長
・
副
議
長
研
修
会老人大学閉校式
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一
般
質
問

避難困難地域とされた日和佐（奥河内）の住宅密集地

寺下議員向山　篤宏 議
員

1
津
波
対
策
・
若
者
定
住

の
た
め
の
宅
地
開
発
を

事
前
復
興
計
画
と
併
せ
て

検
討
し
た
い
。

答　弁質　
問

　

美
波
町
の
津
波
対
策
の
た
め

の
公
共
施
設
の
移
転
に
つ
い
て

は
病
院
を
高
台
に
建
設
す
る
な

ど
対
策
は
推
進
し
て
い
る
。
現

状
で
は
多
く
の
住
宅
地
が
大
津

波
の
浸
水
予
測
区
域
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
若
者
の
定
住

促
進
や
住
宅
移
転
に
よ
る
津
波

減
災
対
策
と
し
て
、
高
台
に
お

け
る
宅
地
開
発
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
弁

●
影
治
町
長

　

徳
島
県
が
公
表
し
た
南
海
ト

ラ
フ
大
地
震
に
よ
る
最
終
津
波

浸
水
想
定
に
よ
る
と
、
美
波
町

の
75
％
の
世
帯
が
浸
水
す
る
結

果
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
若
者
の
定
住
の
た
め
の
宅

地
整
備
と
あ
わ
せ
高
台
に
お
け

る
宅
地
開
発
の
必
要
性
が
あ
り
、

今
後
は
津
波
被
害
の
事
前
復
興

計
画
と
併
せ
て
、
場
所
の
選
定
、

財
源
の
確
保
、
ま
ち
づ
く
り
等

総
合
的
な
観
点
か
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

2
特
別
支
援
教
育
・
不
登

校
施
策
は
十
分
か

最
善
を
尽
く
せ
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

答　弁質　
問

①
特
別
支
援
教
育
と
は
、
障
が

い
の
あ
る
児
童
・
生
徒
等
の

自
立
や
社
会
参
加
に
向
け
て

適
切
な
指
導
及
び
必
要
な
支

援
を
行
う
教
育
で
あ
り
、
平

成
19
年
に
は
学
校
教
育
法
に

位
置
付
け
ら
れ
た
。

　
　

美
波
町
で
の
支
援
の
現
状

と
、
そ
の
対
応
は
十
分
で
あ

る
の
か
。

②
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
現
状

と
今
後
の
施
策
に
つ
い
て

お
聞
き
き
し
た
い
。（
ま
た
、

阿
南
市
に
は
、
専
門
的
な
受

け
入
れ
施
設
と
し
て
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
が
、
定

住
自
立
圏
の
協
定
を
結
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
活
用

が
可
能
か
検
討
願
い
た
い
。）

答　
弁

●
寺
内
教
育
長

①
学
校
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
学
級

経
営
方
針
を
た
て
る
と
と
も

に
、
個
別
に
は
指
導
計
画
に

基
づ
き
指
導
を
行
い
、
通
常

学
級
と
も
交
流
学
習
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
も
医
学
的
・

心
理
学
的
・
教
育
的
観
点
か

ら
、
本
人
や
保
護
者
の
希
望

に
も
配
慮
し
た
就
学
指
導
を

行
い
た
い
。

②
不
登
校
生
徒
が
数
名
在
籍
す

る
が
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
活

用
す
る
な
ど
状
況
の
改
善
に

努
め
、
不
登
校
が
長
期
化
し

た
場
合
は
、
本
人
の
登
校
の

き
っ
か
け
を
逃
さ
な
い
よ
う

に
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
を
心

が
け
て
い
る
。

　

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
現
在
は
町
内
で
の

設
置
の
計
画
は
な
い
。

　
一
般
質
問
で
は
、
津
波
対
策
、
学
校
教
育
、
ま
た
農
業・

水
産
振
興
な
ど
町
の
課
題
に
つ
い
て
３
人
の
議
員
が
執
行

部
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。
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舛田　邦人 議
員

1
農
業
振
興
対
策

就
農
者
の
確
保
・
農
地
集

積
を
目
的
と
し
た
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
の
検
討
を

し
て
い
き
た
い
。

答　弁質　
問

①
山
間
部
で
は
耕
作
放
棄
地
が

拡
大
し
、
農
業
従
事
者
の
高

齢
化
、
後
継
者
不
足
、
農
機

具
の
老
朽
化
、
鳥
獣
害
の
影

響
は
甚
大
で
あ
る
。

　

地
域
活
性
化
、
ま
た
農
地

の
荒
廃
は
、
環
境
問
題
で
も

あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
、

強
力
か
つ
的
確
な
農
業
振
興

対
策
を
講
じ
る
こ
と
は
非
常

に
重
要
だ
と
考
え
る
。
こ
の

閉
塞
感
の
あ
る
状
況
を
打
開

す
る
た
め
に
、
町
で
は
ど
ん

な
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

②
ミ
シ
マ
サ
イ
コ
、
フ
キ
ノ
ト

ウ
な
ど
の
水
稲
に
変
わ
る
生

産
物
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

③
ワ
ナ
な
ど
の
狩
猟
免
許
取
得

の
補
助
制
度
は
。

答　
弁

●
小
坂
産
業
振
興
課
長

①
全
国
的
な
耕
作
面
積
の
減
少
、

耕
地
利
用
率
の
低
下
を
受
け
、

農
林
水
産
省
が
平
成
24
年
度

か
ら
そ
の
再
生
利
用
活
動
や

施
設
等
補
完
整
備
に
対
し
て

耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
交
付

金
を
給
付
す
る
な
ど
の
耕
作

放
棄
地
再
生
利
用
緊
急
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、

徳
島
県
は
、
平
成
25
年
度
各

種
啓
発
活
動
に
取
り
組
む
ほ

か
、
農
協
、
農
業
生
産
法
人
、

集
落
営
農
組
織
等
に
よ
り
耕

作
放
棄
地
を
受
託
で
き
る
体

制
整
備
を
通
じ
た
営
農
定
着

実
証
展
示
圃
の
推
進
を
行
う
、

農
業
参
入
を
希
望
す
る
建
設

業
等
農
業
以
外
の
企
業
や
新

規
就
農
希
望
者
等
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
な
ど
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
本
町
も
青
年
就
農
者

の
確
保
や
農
地
集
積
を
目
的

と
し
た
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

の
作
成
に
つ
い
て
町
内
８
ブ

ロ
ッ
ク
で
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　

今
年
度
か
ら
27
年
度
ま
で

の
3
カ
年
に
つ
い
て
は
、
農

林
水
産
省
に
よ
り
鳥
獣
被
害

防
止
緊
急
捕
獲
等
対
策
事
業

が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
本
町

に
お
い
て
も
、
よ
り
一
層
の

駆
除
・
捕
獲
を
進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
徳
島
県
に
お
い
て

は
昨
年
実
施
し
て
い
た
※
ジ

ビ
エ
関
係
事
業
を
さ
ら
に
拡

充
し
、
農
作
物
等
へ
の
鳥
獣

被
害
の
軽
減
・
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
農
山
村
の
形
成
に
加

え
、
未
利
用
資
源
利
活
用
の

促
進
や
中
山
間
地
域
で
の
新

た
な
賑
わ
い
の
創
出
と
い
っ

た
事
業
展
開
を
模
索
を
は
じ

め
て
お
り
、
本
町
も
、
ジ
ビ

エ
の
有
効
活
用
に
よ
る
加
工

品
開
発
事
業
の
検
討
を
し
て

い
き
た
い
。

②
ミ
シ
マ
サ
イ
コ
の
件
に
関
し

て
は
、
十
分
な
取
り
組
み
体

制
を
持
た
な
い
ま
ま
進
め
て

い
っ
た
こ
と
は
反
省
し
、
新

た
な
作
物
も
選
定
し
つ
つ
適

地
適
作
を
進
め
て
い
き
た
い
。

③
本
年
度
も
ワ
ナ
等
の
免
許
の

取
得
に
対
し
て
補
助
を
す
る
。

広
報
等
で
周
知
す
る
。

耕作放棄地（木岐地区）

※
ジ
ビ
エ
関
係

　

ジ
ビ
エ
料
理
は
、
狩
猟

に
よ
っ
て
獲
得
し
た
野
生

の
鳥
獣
（
猪
・
鹿
・
鳥
）

肉
を
使
う
料
理
の
こ
と
。
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寺下議員北山　朝彦 議
員

1
ク
エ
の
陸
上
養
殖
に
つ

い
て
実
験
結
果
と
今
後

の
方
針
は

実
験
結
果
を
ま
と
め
た
も

の
は
現
在
な
い
。

ク
エ
の
養
殖
に
つ
い
て
は
、

今
後
漁
協
と
協
議
し
な
が
ら

継
続
か
否
か
を
判
断
す
る
。

答　　弁質　
問

　

ク
エ
の
陸
上
養
殖
試
験
に
つ

い
て
、
次
の
３
点
を
説
明
さ
れ

た
い
。

①
今
ま
で
の
経
過
は
ど
う
だ
っ

た
の
か
。

②
現
在
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の

か
。

③
今
後
ど
う
す
る
つ
も
り
な
の

か
。

答　
弁

●
今
津
支
所
長

①
今
ま
で
の
経
過

　

平
成
21
年
７
月
か
ら
㈲
シ
ー

ネ
ッ
ト
の
推
奨
も
あ
り
陸
上
養

殖
試
験
を
始
め
た
。

　

平
成
21
年
11
月
よ
り
、
シ
ー

ネ
ッ
ト
の
撤
退
に
伴
い
志
和
岐

漁
協
に
養
殖
管
理
業
務
を
委
託
。

　

そ
の
後
、
い
く
つ
か
の
ト
ラ

ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
つ
つ
試
行
錯

誤
し
、
平
成
24
年
12
月
３
匹
を

試
験
販
売
し
た
。

②
現
状

　

１
・
５
㎏
か
ら
２
㎏
の
ク
エ

約
１
５
０
匹
を
養
殖
中
。

③
今
後
の
処
置

　

ボ
イ
ラ
ー
燃
費
・
労
務
費
・

給
餌
費
及
び
斃
死
の
リ
ス
ク
を

考
え
て
、
今
年
の
冬
に
は
全
て

出
荷
し
た
い
。
ま
た
、
標
識
放

流
も
考
え
て
い
る
。

質　
問

　

｢

経
済
性
の
高
い
養
殖
事
業

の
確
立｣

と
い
う
当
初
の
目
標

に
照
ら
し
て
、
試
験
結
果
を
整

理
し
た
も
の
を
示
さ
れ
た
い
。

ま
た
試
験
結
果
の
デ
ー
タ
は
あ

る
の
か
な
い
の
か
。

　

放
流
も
考
え
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
以
前
の
ク
エ
１
，

０
０
０
匹
の
放
流
結
果
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
弁

●
小
坂
産
業
振
興
課
長

　

現
在
ま
と
め
た
も
の
は
な
い

が
、
思
っ
た
以
上
に
成
長
が
遅

い
と
い
う
こ
と
は
分
か
っ
て
き

て
い
る
。

　

ま
た
、
若
干
無
理
を
し
な
が

ら
試
験
を
引
っ
張
っ
て
き
て
い

る
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
で
あ
り
、

議
員
指
摘
の｢

確
立｣

と
い
う

言
葉
を
再
三
使
わ
れ
て
い
る
が
、

私
た
ち
は
、
あ
く
ま
で
も
実
験

と
い
う
こ
と
で
言
わ
し
て
も

ら
っ
て
お
り
、
現
在
の
魚
を
手

放
し
た
ら
、
と
り
あ
え
ず
ひ
と

つ
の
区
切
り
か
な
ぁ
と
思
っ
て

い
る
。

　

放
流
種
苗
１
，
０
０
０
匹
に

つ
い
て
は
、
現
在
結
果
的
な
情

報
が
無
い
の
が
実
情
だ
。

質　
問

　

｢

経
済
性
の
高
い
養
殖
事
業

の
確
立｣

と
い
う
こ
と
を
私
が

言
っ
て
い
る
と
い
っ
た
話
で

あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
町
が
最
初

に
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
る
言

葉
な
の
で
私
の
言
葉
で
は
な
い
。

訂
正
さ
れ
た
い
。

　

｢

現
在
ま
だ
水
槽
に
飼
育
中

な
の
で
、
そ
れ
が
終
わ
り
次
第

資
料
を
整
理
す
る｣

と
の
こ
と

だ
が
、
年
々
の
検
討
整
理
の
積

み
重
ね
が
資
料
と
な
る
の
で
、

そ
の
都
度
検
討
整
理
す
べ
き
で

あ
る
。

　

滞
留
調
査
に
つ
い
て
も
、「
全

然
報
告
が
な
い
、
生
き
て
い
る

の
か
死
ん
で
い
る
の
か
も
分
ら

な
い
」
と
い
う
こ
と
だ
が
、「
ほ

ん
ま
に
こ
れ
産
業
振
興
に
お
け

る
実
験
に
な
る
の
か
な
あ
？
」

と
い
う
感
じ
が
す
る
。

　

最
後
に
、
今
後
ク
エ
の
養
殖

実
験
は
ど
う
し
よ
う
と
考
え
て

い
る
の
か
、
ま
た
広
く
栽
培
漁

業
に
対
す
る
町
の
考
え
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。

答　
弁

●
影
治
町
長

　

ク
エ
の
養
殖
に
つ
い
て
は
、

「
あ
る
意
味
意
欲
が
あ
る
の
で

実
験
を
続
け
て
き
た
」
と
取
っ

て
頂
き
た
い
。
ま
た
、
当
初
2

年
で
出
荷
販
売
出
来
る
と
言
わ

れ
て
い
た
が
、
非
常
に
生
育
が

悪
く
4
年
を
迎
え
て
い
る
。
全

て
今
後
の
た
め
の
実
験
と
い
う

よ
う
な
こ
と
で
理
解
頂
き
た
い
。

　

栽
培
漁
業
に
つ
い
て
は
、
従

来
か
ら
実
施
し
て
い
る
ア
ワ
ビ

の
稚
貝
放
流
・
藻
場
造
成
等
の

取
り
組
み
を
漁
業
組
合
の
方
と

相
談
協
力
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
。

　

ク
エ
の
養
殖
に
つ
い
て
は
、

志
和
岐
漁
業
組
合
長
や
関
係
者

と
協
議
し
な
が
ら
今
後
ど
う
す

る
か
を
判
断
し
た
い
。

ク エ の 幼 魚
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◆
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

町
内
巡
視

平
成
25
年
５
月
24
日

　

町
内
の
文
教
厚
生
常
任
委
員

会
所
管
の
施
設
等
に
つ
い
て
現

状
を
把
握
し
、
今
後
の
議
員
活

動
の
参
考
と
す
る
た
め
巡
視
を

行
っ
た
。
主
な
視
察
内
容
と
結

果
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

①
木
岐
小
学
校

　

保
護
者
等
の
協
力
を
得
て
つ

く
っ
た
津
波
避
難
路
を
確
認
し

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
報
告

た
。
少
し
急
な
避
難
路
で
あ
る

が
、
低
学
年
で
も
避
難
可
能
で

あ
る
。
ま
た
、
授
業
間
に
お
け

る
児
童
は
元
気
に
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
遊
ん
で
い
た
。

②
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ね

ん
り
ん
」

　

施
設
長
か
ら
運
営
状
況
と
施

設
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。
津
波
襲
来
時
に
お
け
る

利
用
者
の
避
難
は
困
難
を
極
め

る
た
め
、
そ
の
対
応
は
検
討
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

③
由
岐
地
域
交
流
支
援
セ
ン
タ

ー
　

機
能
訓
練
室
を
由
岐
公
民
館

か
ら
移
転
し
た
が
利
用
者
は
多

い
状
況
で
あ
る
。
但
し
、
壁
の

強
度
が
弱
く
一
部
の
訓
練
器
具

が
設
置
出
来
な
い
等
の
説
明
を

受
け
た
。

④
由
岐
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

（
由
岐
小
学
校
）
及
び
避
難

階
段
工
事
の
状
況
確
認

　

ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
児
童
に

対
し
て
は
、
保
護
者
の
協
力
も

頂
き
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
中
学
校
体

育
館
裏
に
お
け
る
県
道
へ
の
避

難
階
段
工
事
は
順
調
に
進
ん
で

い
た
。

⑤
町
立
由
岐
病
院

　

建
物
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
が
、
新
病
院
建
設
が
進
ん
で

い
る
な
か
で
は
、
改
修
は
し
に

く
い
。
地
震
に
よ
り
建
物
被
害

が
予
想
さ
れ
る
と
と
も
に
、
津

波
浸
水
時
に
お
け
る
利
用
者
の

避
難
は
困
難
を
極
め
る
と
説
明

を
う
け
た
。

⑥
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　
日
和
佐
ま
ち

お
こ
し
隊（
配
食
サ
ー
ビ
ス
）

　

法
人
の
設
立
経
緯
や
そ
の
活

動
状
況
と
、「
地
域
の
支
え
合

い
」
を
合
い
言
葉
に
高
齢
者
等

へ
行
っ
て
い
る
配
食
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
年

間
８
千
食
を
目
標
に
し
て
い
る

が
、
会
員
の
高
齢
化
が
課
題
で

あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

⑦
町
立
日
和
佐
病
院

　

地
震
に
よ
り
建
物
被
害
が
予

想
さ
れ
る
と
と
も
に
、
津
波
浸

水
時
に
お
け
る
利
用
者
の
避
難

は
困
難
を
極
め
る
と
説
明
を
う

け
た
。

　

そ
の
他
、美
波
町
立
病
院（
仮

称
）、
美
波
町
保
健
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
建
設
予
定
地
の
場
所
、

児
童
館
マ
ー
メ
イ
ド
の
施
設
を

視
察
し
た
。

◆
日
和
佐
地
区
の
幼
保
施
設

の
整
備
方
針
に
つ
い
て

平
成
25
年
６
月
13
日

　

津
波
被
害
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
日
和
佐
幼
稚
園
と
保
育
所
の

移
転
先
に
つ
い
て
検
討
す
る
た

め
の
日
和
佐
地
区
の
幼
保
施
設

の
整
備
方
針
検
討
委
員
会
が
設

け
ら
れ
、
そ
の
検
討
委
員
の
一

人
と
し
て
文
教
厚
生
常
任
委
員

長
が
議
会
を
代
表
し
て
委
嘱
を

受
け
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
議

会
の
意
見
を
ま
と
め
る
た
め
文

教
厚
生
常
任
委
員
会
を
開
催
し

た
。

　

先
ず
初
め
に
、
委
員
長
か
ら

整
備
方
針
検
討
委
員
会
の
設
置

経
緯
及
び
今
回
の
検
討
会
は
、

移
転
先
に
つ
い
て
は
具
体
的
な

場
所
を
示
す
の
で
は
な
く
「
ど

う
い
う
所
に
設
置
し
た
ら
い
い

か
」
と
言
う
大
ま
か
な
場
所
を

提
案
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の

説
明
を
受
け
た
あ
と
、
移
転
先

に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合
っ
た
。

　

委
員
会
の
意
見
集
約
は
次
の

と
お
り
。

　
津
波
が
襲
来
し
て
も
、
逃
げ

な
く
て
も
よ
い
安
全
な
場
所
で
、

な
お
、
出
来
る
だ
け
保
護
者
の

送
迎
に
便
利
な
場
所
で
あ
る
こ

と
。

　

ま
た
、
上
記
移
転
先
に
つ
い

て
現
状
で
は
適
当
な
候
補
地
が

な
い
場
合
は
、
個
人
農
地
の
転

用
や
、
山
林
の
開
発
も
必
要
で

あ
る
。

と
い
う
意
見
を
ま
と
め
た
。

津波避難路（木岐小学校）
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防 災 集特

総勢100人が、「受援力」を
高める訓練実施

　６月２日、美波町由岐湾内３地区自主防災会と愛媛県今治市防災士会及び今治市連合自治会
防災部会等が、由岐Ｂ＆Ｇ海洋センターで、

避難訓練 二次避難 ボランティアの受入  など

　地震発生から数週間をイメージした訓練を実施した。

　近い将来、南海トラフの大地震と大津波に襲われる美波町。命からがら避難できた私達に待
っているのは、長い避難生活から復興までの道のりです。
　その間、独自で避難生活ができる備えの必要性と共に、外部からの支援が不可欠です。過去
の被災地の経験から、地域の復旧・復興には地域外のボランティアの力を引き出す受入れる側
の力にかかっていると言われています。
　そこで、被災後を想定した訓練を行い「受援力」を高めなければなりません。

《訓練行程》

《なぜ、被災後を想定した訓練が必要か》

受援力：ボランティアなどの外部からの支援
を地域で受け入れる環境・知恵などのこと。

　時報（10時）を合図に自宅から避難場
所に避難。

★避難訓練

　安否確認後、二次避難場所（由岐Ｂ＆Ｇ
海洋センター）へ徒歩で移動。

★二次避難

　二次避難場所では仮設テントやトイレの
設営、避難生活訓練を行った。
　また、３分科会に分かれ研修を実施。
①美波町自主防災組織の津波対策の取り組み。
②避難支援活動（避難所設営・トイレ確保）
の実地研修。

③災害支援ボランティア受入方法・支援実
地訓練。

★ボランティアの受入

仮設トイレの設置

仮設テントの設置
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防
災
対
策
特
別
委
員
会
を
中
心
に
、
議

員
９
人
が
黒
潮
町
に
行
き
ま
し
た
。議
長
・

副
町
長
・
防
災
課
長
よ
り
、
黒
潮
町
の
現

状
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

中
央
防
災
会
議
の
報
告
で
、
最
大
津
波

高
34
ｍ
と
想
定
さ
れ
た
こ
の
町
の
防
災
減

災
の
取
り
組
み
と
は
次
の
よ
う
な
も
の
で

し
た
。

・
基
本
は
ハ
ー
ド
の
整
備
よ
り
「
た
す
か

ろ
う
！
」
と
い
う
津
波
テ
ン
デ
ン
コ
の

思
想
。

・
避
難
タ
ワ
ー
（
８
ｍ
）
は
、
あ
と
６
基

を
建
設
予
定
。

・
避
難
路
は
、
年
間
60
ヵ
所
整
備
予
定
し

て
い
る
。

・
住
宅
等
の
高
台
移
転
は
、
長
い
ス
パ
ン

で
考
え
て
い
く
。

・
堤
防
の
嵩
上
げ
は
し
な
い
。

・
町
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
。

　

海
岸
線
が
美
波
町
と
よ
く
似
て
い
る
こ

の
町
は
、
そ
の
対
策
に
苦
悩
し
て
い
る
姿

も
、
わ
が
町
と
同
じ
だ
っ
た
。

　

美
波
町
も
避
難
路
な
ど
の
整
備
を
ど
ん

ど
ん
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

防
災
タ
ワ
ー
と
佐
賀
地
区
の
漁
協
・
加

工
・
観
光
施
設
等
を
視
察
避
難
場
所
が
遠

い
地
区
の
大
変
さ
と
海
の
近
く
で
生
活
す

る
怖
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

防
災
特
別
委
員
会
視
察
研
修
報
告

○
日　
時　
平
成
25
年
６
月
27
日
〜
28
日

○
場　
所　
高
知
県
黒
潮
町
役
場

○
目　
的　
防
災
減
災
の
取
り
組
み
を
学
び
美
波
町
の
今
後
の
対
策
に
い
か
す
。大方地区の避難タワー 黒潮町役場

　

昨
年
参
加
し
た
、
全
国
町
村
議
会
議
長

会
主
催
の
「
町
村
議
会
広
報
研
修
会
」
で

講
師
か
ら
評
価
の
高
か
っ
た
、「
議
会
だ

よ
り
中
土
佐
町
」
の
良
い
と
こ
ろ
を
吸
収

し
、
美
波
町
議
会
だ
よ
り
に
反
映
す
る
べ

く
委
員
４
人
で
中
土
佐
町
へ
行
政
視
察
を

実
施
。

●
中
土
佐
町
議
会
だ
よ
り
の
概
要

・
創
刊
号
は
（
新
町
発
足
後
平
成
18
年
５

月
25
日
発
行
）
現
在
№
30
を
編
集
中
。

・
発
行
は
年
４
回
（
３
，
３
０
０
部
／
回

印
刷
）。

・
№
25
（
平
成
24
年
５
月
25
日
）
か
ら
２

色
刷
り
を
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー
刷
り
に

変
更
（
印
刷
会
社
を
地
元
か
ら
県
内

に
拡
大
し
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に

よ
り
選
定
）。

●
議
会
広
報
常
任
委
員
会
概
要

・
平
成
20
年
２
月
に
特
別
委
員
会
か
ら
常

任
委
員
会
に
条
例
改
正
（
委
員
６
人
）。

・
平
成
22
年
の
改
選
後
、
議
員
定
数
が
16

人
か
ら
12
人
と
な
り
委
員
４
人
の
構

成
と
な
る
。

・
平
成
23
年
２
月
、
平
成
24
年
10
月
に
全

国
研
修
会
参
加
（
講
師
の
指
摘
を
取

り
入
れ
る
）。

●
編
集
の
概
要

・
委
員
会
の
開
催
は
１
号
の
発
行
に
つ
き

３
回
を
目
途
に
開
催
。

・
一
般
質
問
の
編
集
は
「
一
般
質
問
の
取

扱
い
」
に
基
づ
く
。

・
写
真
撮
影
、
追
跡
記
事
は
広
報
委
員
で

担
当
す
る
。

・「
つ
ぶ
や
き
」
は
全
議
員
持
ち
回
り
で

担
当
す
る
。

等
の
説
明
を
受
け
、
双
方
の
議
会
広
報
を

見
比
べ
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会
研
修
報
告

○
日　
時　
平
成
25
年
６
月
28
日

○
場　
所　
高
知
県
中
土
佐
町
役
場

○
目　
的　
先
進
事
例
「
議
会
だ
よ
り
中
土
佐
町
」
に
学
び
、
美
波
町
議
会

だ
よ
り
の
充
実
を
図
る
。

中土佐町議場にて
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　私たち議会広報委員は、「手に取り・見て・読んでもらえる議会広報」「住民から必要とされる議会

広報」になるよう編集委員会で常に話し合っています。そこで、今回多くの住民から意見を聞かせて

いただくと言う事で、私たちが出張し意見交換会を開催したいと思いますのでよろしくお願いします。

①各種団体で８名以上。住民グループで８名以上。
②日時・開催場所については相談して決定します。

①掲載写真（表紙等の写真）・撮影場所
②「議会への一言」・「傍聴者の声」等を 400 字以内。
③住所・氏名は掲載します。
※掲載についての判断は、議会広報特別委員会で行います。

お問い合わせ・投稿される方は、議会事務局　☎ 77 － 3630
E-mail：gikai@town.minami.lg.jp までご連絡下さい。

住民の皆さんの 応 募  をお願いします！

皆さん、
意見交換会に

参加して下さい！議会広報についての 意 見  を下さい！

意見交換会での主な意見 意見に対する委員会の考え

○難しい言葉・数字等の説明。（掲載された数字が良いのか悪い
のか分からない）

○注釈を掲載したい。

○一般質問後の結果が分からない。（聞きっぱなしになっている） ○追跡記事の掲載に努力したい。

○「議会に一言」等住民に対し答えを出してもらいたい。 ○住民とのキャッチボールのでき
る、議会広報になればと考えて
いる。

○議会で議決した事を、ホームページ等で掲載すべきでは。 ○議会広報に掲載する。

①一般質問は自治法で「理事者の所見を求め疑義を質す」と決ま
っている。理事者が「検討する」で終わるのはおかしい。
②一般質問をしない議員がいる。（平成 24年度で、４回が３人、
３回が１人、２回が２人、１回が３人、０回が議長を含め４人）

○議会広報としての取り組みを検
討したい。

○重要な問題は、何回も周知すべきではないか。 ○重要な問題は、議会広報で取り
上げ特集記事等で掲載したい。

自治体問題研究会（13 人）と
議会広報について意見交換会実現！

　平成 25年４月 26日自治体問題研究会の会員 13人の皆様と意見交換会を開催することができま
した。（ご意見をお持ちの方、奮ってご応募をお待ちしてます。）
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印刷／米崎印刷株式会社　TEL（0884）22−2247

● 議会広報特別委員会 ● （お問い合わせ・ご意見は　TEL：77－3630へ）
委員長：北山　朝彦　　　副委員長：永本善次郎　　　委　員：新開　悦博・向山　篤宏

　６月 28 日、昨年の全国広報研修会で講師が「刷新している広報誌」と絶賛

していた「中土佐町」へ行政視察に行きました。

　研修では、「読んでもらえる議会広報」を合言葉に一般質問の「取扱い要項」

を作り、文字数を減し・見出しを工夫等、広報の変遷について説明を受け、最

後に両町の広報誌を見比べ意見交換をする中で、我が広報誌のレベルの低さを

実感し、良いところを見習い広報を変えたいと決意を新たにしました。秋には

全国広報研修会で「クリニック」（診断）を受け、その結果は広報に掲載しま

すので、住民の皆さんからの意見を頂ければ幸いです。� （北山　朝彦）

頑張る人!!
地域の魅力を掘り起こせ地域の魅力を掘り起こせ

ジ ン

早朝野球で大活躍の大黒良雄さん
（撮影：松本晋児さん／弁才天）

生涯現役 77歳!!

編集後記


